　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１６．４．１４
　　　　早春の樹木の生き様と観察１６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＮＣ　児玉　勝久

　この時期〔４月〕、多くの樹木が眠りから覚め、開花や開葉を始めています。本紙では、冬芽の復習と開花・開葉について記述します。本日の観察の参考として下さい。

1． 冬芽（越冬芽）と越年芽
定義：独断で・・・・
冬芽（越冬芽）：花芽や葉芽への分化は夏季に終わり、秋の始めには休眠状態になり冬季の低温期
を経ないと目覚めない。秋季の気温に開花や開葉が左右されることはない。
・ソメイヨシノ、コブシ、サンシュユ、・・・・。

　越年芽：花や葉の原基の分化は秋季～初冬で生成する花芽（蕾）や葉芽は休眠状態にはならない。
　　　　　芽の原基の分化は秋季の一定気温（低温）で始まり、そのまま成長が続くが晩秋～初冬の
　　　　　気温の低下で成長速度が落ち、春期に開花や展葉がおこる。ただし、晩秋～初冬の気温が
高いと年内の開花や開葉が見られる。・・・開花は積算温度（℃・Day）で決まる。
　　　・サザンカ、ツバキ、ウメ？

２－１．越冬芽の形態・形状（復習）
　春に展開あるいは開花する芽を寒さや乾燥から保護する様式から次のように区分できる。

＊鱗芽
　　“芽”を被う皮(鱗片葉)をもつもの

　・　何枚もの鱗片葉（芽鱗）に包まれた芽　　サクラ類、シイ・カシ類　等

　・　１枚の大きな皮に包まれた芽　　　　　　プラタナス、ユリノキ　等

　・　２～数枚の毛の生えた皮に包まれる芽　　モクレン・コブシ・ガマズミ　等

　・　冬芽をねばねばした液で保護した芽　　　トチノキ

＊裸芽

　・　表面に展開後脱落する短毛を有する種　　ハゼノキ、タラノキ、アカメガシワ等

　・　表面に毛を有しない種　　　　　　　　　アジサイ、ムラサキシキブ、クサギ等

＊形状　　裸芽を除き紡錘形のものが多いが、球形、卵形、半球形等いろいろある。

２－２．越冬芽の種類

　　　　芽の中に何が包まれているかで分類

　・花芽、葉芽　－　区別可能な種も多い　　モクレン、サクラ、サンシュユ等

　　　　　　　　　（早春に開花する種はほとんど葉芽・花芽が分かれる傾向にある　　）

　　　　　　　　　　花芽に単数の花を包むもの　　モクレン、ツバキ、ハナミズキ等

　　　　　　　　　　花芽に数個から数十個の花を包む　サクラ類、サンシュユ、クロモジ等

　・混芽　　　　－　葉芽（シュート）、花芽が混在する芽

　　　　　　　　　　（葉や、シュートが展開後に花をつける種の殆どがこの形態）

　　　　　　　　　　シイ・カシ類、ケヤキ、クス、トチノキ等

２－３．頂芽、頂生側芽、側芽（腋芽）、仮頂芽、副芽、陰芽・・・　
　　　　芽のつく位置による。　略
２－４．越年芽
　サザンカやツバキのように蕾が芽鱗に包まれた形状のものもあるが、ウメやボケのように芽鱗を持たず蕾として発生、成長する種もある。
３．冬芽の目覚めと展開

３－１．冬芽の展開の時期を決める要素・・・・冬芽は何を感じて目覚めるのか？
　　・休眠打破：冬芽の目覚める条件は低い温度とその期間　初冬～冬期の気温が影響します。

・例えば、ソメイヨシノ　・・気温５℃以下の期間、８００時間以上要すと言われている。

　　　　　一般的には落葉広葉樹では　７℃以下の期間が８００～１０００時間必要とされる。

　　　　　（　ナシの場合は７．２℃以下の期間が８００時間以上必要との研究報告があります。）
　　・休眠打破後の冬芽の成長はその後の気温に左右される。特に２月、３月の気温が影響する。

　　　　ソメイヨシノの場合・・・３月の平均気温　（９～１０℃）を標準とすれば・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　１日の平均気温　５℃　　　０．３日分の成長速度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５℃　　　３日分の成長速度となるとされる。
　　＊２０１６年度のソメイヨシノの開花は、前年の１２月、及び１月の気温が平年より高く、休眠打破は遅れたと思われます。この為当初は開花も遅れると予想されていましたが、２月中旬以降は暖冬気味となったため、平年に比べ早めとなったところが多いようです。　　
＊休眠打破に必要な低温期（気温Ｘ期間）は樹木の南限を決める要素となっている。前記のソメイヨシが、奄美や沖縄では咲かないのは休眠打破に必要な条件とはなり得ないからである。

　　＊なお冬期の低温期間は樹木だけでなく、草本に芽生え、開花する種子、球根類についても必要である。

　　・春に発芽し、種子をつくる草本・・種子は夏期に休眠し、秋に発芽しない。寒さを感じ始めて発芽する。（休眠打破）。ただし、休眠打破されても全ての種子が発芽するわけではない。発芽には適度な気温の他、水、光（陽光）が必要。条件が揃わないと何年も休眠状態を保つ。

　　・球根類・・・チューリップ、ヒヤシンス等冬の寒さ（低温）を感じて花芽を形成する。（春化）

３．冬芽の展開

３－１．冬芽（越冬芽）の展開の順序
　・葉の展開の前に花をつける種
　　（梅、ヤブツバキ、）ハナノキ、コバノミツバツツジ、ソメイヨシノ、等早春に花をつける種
　　冬芽は花芽と葉芽に分かれている。花(実)は２年枝に付く。

　　（　休眠打破に要する低温期が花芽と葉芽で異なるとされる　）
　・葉と花がほぼ同時に展開する種
　　　ヤマザクラ、クロモジ、等　（花芽、葉芽に分かれてつく）
　　　　花、実は２年枝につく。
　　　ケヤキ、エノキ、ドングリの仲間　(混芽)

　　　　新枝の基部に雄花・先に雌花のつくものが多い。
　・葉の展開後に花をつける種
　　　ネズミモチ、トチノキ、ユリノキ等
　　　　新枝の先に花をつける種、花期が遅いのはこのタイプの種
　＊開花の様式
　　・越年芽　　順々に開花し花期が長い。ツバキなど。
　　・越冬芽　　一斉開花　花期が短い。ソメイヨシノ他
３－２．冬芽の展開とシュート等
　・短枝の芽
　　　１個の芽から１枚の葉を出す　・・・・　カツラ、
　　　１個の芽から複数の葉を出す　・・・・　イチョウ、アオハダ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　ソメイヨシノ　）

　　　１個の芽から複数の葉と花を展開する・・・イチョウ、アオハダ、
　・長枝の芽
　　　１個の芽から１本のシュートを展開し枝分かれしない種　・・・・　ブナ科等多数

　　　　　　（分枝の基部に芽鱗痕が残る）

　　　１個の芽から１本のシュウトを展開し分枝する種　　・・・・　タブノキ、ミツマタ
            （分枝部に芽鱗痕等が見られない　－　同時枝：主軸と側枝を同シーズンに伸ばす）

　　　１個の芽から数本のシュウトを展開する種　　　・・・・　ドウダンツツジ、アオキ

　　　　　　（花序は分枝基部から出るものがある。）

　　・裸芽の展開　：芽鱗痕が見られない。開葉形式はいろいろ。
　　　　　　
３－３．枝・葉の展開
　芽吹きから新緑のころ、樹木類を注意深く観察すると、若葉（枝）の開き方に３つのタイプの様式のあることに気付くでしょう。
・一斉開葉型：ハルニレのようなニレ科、ブナ、アラカシ等のブナ科、トチノキのように、芽が開いた後、わずか２週間くらいのうちに新しい枝を伸ばし、すべての葉を開いてその年の体制を完成させ、それ以後はめったに新しい枝・葉を開かない展開様式。
・順次開葉型：前者とは逆に長期にわたって１枚づつ順々に葉を開いていく様式。典型的な例はカバ
ノキ科のケヤマハンノキやオオバヤシャブシなどで、４月上旬ごろに芽を開き、最初に１枚の葉が現れ、その葉が大きく広がると共に２枚目の葉が現れます。この間ほぼ１週間です。それ以後８～１０月頃まで、ほぼ週１枚の割合で葉を開けつづけます。よく伸びる枝では、３０枚もの葉が開く
ことになります。
　・前記の一斉開葉種でも、若木や萌芽は順次開葉型になります。

・中間型（一斉＋順次開葉型）：１～数枚の葉が一斉開葉し、しばらくたってから新しいシュートを
　展開してゆく様式。
＊カツラの例―早春に１枚の葉が開きます。この葉は基部が心型で全体には丸型の葉となります。
　(短枝葉）しばらくして、枝先からシュートが伸び対生する２枚の葉を順次展開してゆきます。
　この葉（長枝葉）は上記のものとは異なり基部が鋭形の葉となります。

・土用芽　：ラマスシュート　いったん成長した芽を再び開いて、1シーズンに２～３回伸びる。

　　　　　　コナラやクヌギの若い樹で良く見られる。

＊＊ヤマモモ、キョウチクトウ等は冬芽を作らず、ほぼ年間を通じて葉を展開します。（南方系）
＊ケヤキの葉の展葉
　　　・花をつける枝葉（短枝）が先に開葉する。（葉の大きさは小さい、受粉と相関する？）

　　　・短枝の展開と同時に花も咲く。枝の根元に雄花、枝先に雌花がつく。
　　　　　（今年は３月下旬に開葉が見られた。）

　　　・短枝の展開後に長枝の葉が展開する。

　　　・なお短枝は秋に枝ごと葉と種子を付けて落ちる。
　　　・短枝に果実がつかなかった場合は長枝に転ずることがある。（昨年度はこのケースが多い）

３－４、新葉の展開時の紅葉
　　　アントシアニン系色素：紫外線対策及び蒸散抑制対策　

　　　　　　　　　　　　　　・カナメモチ、モミジの仲間

　　　　　　　　　　　　　　・クスノキ等、品種によって芽吹きの葉や枝の色が異なる！

　　　赤色の星状毛に覆われる：アカメガシワ、効果は上記と同じ　

４．早春の樹木観察のポイント等
　
４－１．冬芽の展開
　早春から中春にかけ、冬芽が展開し開花や若葉の芽吹きが観察される。芽を包む芽鱗の変化や脱落の様子、葉の展開の様子、芽吹き（冬芽からの）開花時期等が対象。

４－２．新葉・枝の展開と落葉
大部分の樹木の冬芽は４月中には展開し、日に日に緑を濃くしてゆきます。
　・新葉枝の展開の様子
　　　　一斉開葉、順次開葉
　・新葉の色の変化
　　　　開葉初期は赤味を帯びた葉が多い。（なぜ？）
　・新しい枝の展開様式
　　　　単軸型の展開　　針葉樹、イチョウ、ポプラの仲間、若い木の枝
　　　　仮軸型の展開　　横広がりの樹形形成、成熟した樹木の樹冠部
　・照葉樹では新葉・枝の展開に伴い旧葉の落葉が見られる。
　　　　樹種によって残留する葉の割合は異なる。
　　　　スダジイ、クロバイ（殆ど全部が交代、当年の葉がほぼ１００％　）
　　　　タブノキ（１年前の葉が５０％残る）
　　　　アカガシ（１年前の葉６０%、２年前の葉が３０％残る）、

４－３．開花
　　＊一斉開花（越冬芽種）　と　次々に開花（越年芽種）する種がある。
一部の樹種を除いて春期は花の季節であり多くの花が観察できます。
　・両性花

　・両性花と雄花（同株・・カキ）
　・雌雄異花
　　　同株　ブナ科、ヤシャブシ、ナンキンハゼ、等
　　　異株　モチ科、アオキ、
　・媒介法と花のつくり、（　蜜標等　）
　・送粉者との共生関係、マルハナバチ　ー　ブナ科　　　　　　　　　　　　　　以上
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